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　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　平
成
二
十
七
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、旧
年
中
組

合
事
業
を
始
め
多
大
な
る
御
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
二
月
に
記
録
的
な
大
雪
、
相
次
ぐ
台
風
と
災
害
が
発
生

し
、
中
で
も
二
月
の
大
雪
は
県
北
か
ら
県
西
部
に
か
け
て
広
域
に

わ
た
り
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
組
合
と
致
し
ま
し
て

も
、い
ち
早
く
被
害
状
況
を
調
査
し
県
、国
に
支
援
を
要
請
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　さ
て
、
我
が
国
の
景
気
は
円
安
や
内
需
拡
大
を
追
い
風
に
緩
や

か
に
回
復
し
つ
つ
あ
り
、
経
済
も
個
人
消
費
の
持
ち
直
し
や
公
共

工
事
の
増
加
等
に
よ
り
堅
調
に
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　一
方
国
産
材
動
向
は
、消
費
税
増
の
駆
け
込
み
需
要
で
一
時
、木

材
価
格
も
回
復
い
た
し
ま
し
た
が
依
然
と
し
て
森
林
所
有
者
が
納

得
い
く
価
格
ま
で
に
は
戻
っ
て
お
ら
ず
、
林
業
経
営
を
取
り
巻
く

環
境
に
厳
し
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　組
合
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
施
業
集
約
化
と
木
材
の
安
定
供
給

体
制
づ
く
り
を
最
優
先
の
課
題
と
し
、
低
コ
ス
ト
林
業
に
取
り
組

み
事
業
実
施
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　今
年
度
は
特
に
更
新
伐（
モ
ザ
イ
ク
林
誘
導
型
）と
再
造
林
を
一

体
的
に
実
施
し
、
少
し
で
も
多
く
還
元
す
る
様
役
職
員
一
丸
と
な

り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　組
合
員
皆
様
に
と
り
飛
躍
の
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
た
か
は
ら
森
林
組
合
へ
の
倍
旧
の
ご
支
援

御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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　十
一
月
二
十
一
日
、塩
谷
中
学
校
に
隣
接
す
る
町
有
林
に
お
い
て
間
伐

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　同
校
の
体
験
学
習
の
一
環
で
、一
年
生
が
参
加
。矢
板
森
林
管
理
事
務

所
と
、た
か
は
ら
森
林
組
合
が
指
導
に
当
り
ま
し
た
。

　生
徒
た
ち
は
、森
林
の
機
能
や
間
伐
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
あ
と
、の
こ
ぎ
り
を
使
い
伐
採
を
体
験
。慣
れ
な
い
作
業
に
苦
戦
し
な

が
ら
も
木
を
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

塩谷中学校間伐教室塩谷中学校間伐教室

伐倒方向よし！



　組
合
員
の
名
義
変
更
の
手
続
き
が
さ
れ
な
い
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
組
合
員
の
方
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　相
続
等
に
よ
り
変
更
と
な
っ
た
場
合
は
届
出
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
住
所
の
変
更
や
、
山
林
の
所
有

面
積
に
移
動
が
あ
っ
た
場
合
も
手
続
き
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　各
種
届
出
書
は
組
合
に
あ
り
ま
す
が
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
た
か

は
ら
森
林
組
合
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　山
林
の
伐
採
所
得
税
や
相
続
税
に
つ
い
て
は
、森
林

計
画
の
認
定
を
受
け
て
い
る
山
林
で
あ
れ
ば
特
別
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
相
続
税
に
つ
い
て
は
、一
定
要

件
の
山
林
に
限
る
。）

　詳
細
に
つ
い
て
は
森
林
組
合
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　例
年
山
行
き
苗
を
ご
利
用
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　今
季
も
回
覧
に
て
ご
注
文
を
承
り
ま
す
。ご
希
望
の

方
は
契
約
金
を
添
え
て
各
自
直
接
森
林
組
合
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。注
文
の
締
め
切
り
が
平
成
二
十
七

年
二
月
二
十
八
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。ご
注
意

く
だ
さ
い
。
な
お
、
昨
年
は
ス
ギ
苗
が
足
り
な
い
状
況

で
し
た
が
本
年
も
不
足
の
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

お
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ た か は ら 森 林 組 合 だ よ り ・ ・
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今
年
、植
林
予
定
の
組
合
員
様
へ

今
年
、植
林
予
定
の
組
合
員
様
へ

森林整備補助事業一覧

地区担当者

手塚 康文……塩谷町（玉生地区）

村山 博充……那須塩原市

菅野 哲也……塩谷町（船生・大宮地区）

角田 有司……矢板市（泉地区）

笹沼 孝行……矢板市（片岡地区）・さくら市・高根沢町

小川 智士……矢板市（矢板・野崎地区）

下 刈

枝 打

除 伐

間 伐

森林作業道
開設

～３０

１１～２５

スギ
１１～７０

ヒノキ
１１～８０

全面刈り

原則、植栽してから５年間の補助となるが、造林
木の成長状況と雑草木の繁茂状況を勘案した
上で６年以上も補助される。

枝打ち高　２ｍ以上の枝打ちは１０００本/ｈａ以上
枝打ち高　２ｍ未満の枝打ちは立木本数の８０%以上

１回刈りのみ

切り捨て間伐

搬出間伐

・伐採率２０%以上
・５年以内に同一施工地で除伐、間伐
　を実施していないこと

幅員2.5ｍ以上
間伐等と一体的に施工する

６月１０日～９月１０日

３月１日～２月２８日

３月１日～２月２８日

３月１日～２月２８日

森林環境保全直接支援事業

県単造林事業

森林環境保全直接支援事業

県単造林事業

森林環境保全直接支援事業

森林環境保全直接支援事業

森林環境保全直接支援事業

事業種類 対象林齢 事業内容 事業期間 補助事業名

１～ ５

枝打ち高は上限８ｍとする
枝打幅1.5ｍ

・伐採率２０%以上
・５年以内に同一施工地で除伐、間伐
　を実施していないこと

山
林
所
得
税
、相
続
税
の
特
別
控
除
に
つ
い
て

山
林
所
得
税
、相
続
税
の
特
別
控
除
に
つ
い
て

お
願
い
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平成２６年８月２８日栃木県森林組合の日に合わせて、たかはら森林組合では林業の普及啓発を目的とし

た集会を矢板市文化会館に於いて開催しました。集会の参加者は林業関係者だけではなく一般の方々に

もご参加いただき約２００名の方にお越し頂きました。

集会の最初の演目では当組合の小川参事が「皆伐事業の必要性と皆伐補助事業」を説明しました。次の演

目では宇都宮大学農学部教授の山本氏の講演「森林資源を活かす英知－たかはら山麓の頼もしい群像」

で、我々の知らない「たかはら山麓」の歴史や魅力をお話いただきました。最後の演目では「女性の視点で

の森林資源のフル活用」と題して当組合の副組合長である東泉氏をコ－ディネ－タ－とし、栃木県矢板森

林管理事務所の日下部氏、弁護士の品川氏、(株)ト－センの角田氏、宇都宮大学教授の山本氏の４人の女

性パネラ－でディスカッションをしていただきました。

男性社会の強い林業で女性目線で林業を語っていだだき、大いに盛り上がりました。

平成２６年１１月２０日に役職員研修会を行いました。

はじめに近くにある「バイオマスホフたかはら」に行き、チップ製造過程を見学すると共にt(トン)か
ら㎥(立方メ－トル)への材積換算を行いました。その後、森林組合の会議室に戻り、矢板森林管理

事務所 林業経営課 高岩課長の「森林バイオマスエネルギ－利用に取り組む基礎知識」の講演を

していただいた後バイオマス用材を取った間伐実証発表及び素材生産経費削減に向けた研修を

行いました。

これからも組合員の所得の向上に向け頑張っていきます。

栃木県森林組合の日　たかはら森林組合集会栃木県森林組合の日　たかはら森林組合集会

役職員研修会役職員研修会



１０月３１日、県森連矢板木材共販所において栃

木県優良木材（素材）展示会が開催され、下記の

方が入賞されましたのでご紹介いたします。

森林の駅森林の駅
も　　りも　　り
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昨年１１月に、もみじ谷大吊橋対岸（和田山）に「恋人の

聖地モニュメント」が完成いたしました。高原杉で絶滅

危惧種のクマタカの雄雌をチェーンソーで作成。訪れた

恋人達の記憶に残る施設となるよう、更なる整備・美化

に努めてまいります。

１６日 ３０日 １５日 ２９日 １１日 ２５日

６日 ２０日

４日 １８日

９日 ２３日※１２日 ２６日

１０日 ２４日

７日 ２８日

１３日 ２７日

１０日 ２４日

１３日※ ２７日

※春・秋の展示会

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ た か は ら 森 林 組 合 だ よ り ・ ・

木　材　共　販　市　況

県 森 連 矢 板 木 材 共 販 所

杉

3.00m

11～14cm 11,390

13,660

13,590

14,800

13,800

11,000

13,600

16,240

16,000

17,250

23,460

11,540

14,100

13,840

15,500

14,030

11,000

15,500

16,880

17,790

17,250

23,460

26,800 48,000

11,460

13,990

13,720

15,290

13,850

11,000

14,360

16,100

16,480

37,500

10,960 10,990 10,980

16,810

17,250

23,460

32,730

314,000

16～20cm

10～14cm

16～20cm

22～28cm

11～14cm

16～28cm

元　玉

元　玉

元　玉

22～28cm

10～14cm

16～20cm

22～28cm

22～28cm

30cm～

30cm～

30cm～

3.65m

4.00m

5.00m

6.00m

3.00m

4.00m

5.00m

6.00m

桧

出荷量　1,517ｍ3

販売量　1,515ｍ3

＊市況及び入荷状況

平均単価　11,759円／ｍ3

販 売 率　  　　  99％
入札者　　　28名
小径・短材率 14％

樹種 長 級

平成2７年 １ 月16日

径 級 安 値 高 値 平 均

明けましておめでとうございます。
本年も宜しくお願いいたします。
まだまだ業者の手持ちが不十分な為
に入札枚数も多かったが、製品の動
きが悪いので、全体的に弱保合でし
た。入荷は順調です。

平成２６年度
栃木県優良木材展示会
平成２６年度
栃木県優良木材展示会

今 年 の 共 販 日

（敬称略）

賞

林野庁長官賞

栃木県知事賞

県森連会長賞

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

銘　柄

スギ大丸太

スギ大丸太

スギ大丸太

ヒノキ大丸太

スギ小丸太

ヒノキ小丸太

ヒノキ中丸太

スギ中丸太

スギ中丸太

スギ小丸太

氏　名

赤塚　仲雄

笹沼　　眞

関谷　宗大

斎藤　正光

佐野　幸隆

宇都宮大学

小川　圭一

小川　修市

奥村　　浩

印南比呂志

住　所

塩 谷 町

矢 板 市

矢 板 市

塩 谷 町

矢 板 市

宇都宮市

さくら市

矢 板 市

塩 谷 町

千 葉 県

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

出荷予定量　1,200ｍ3

次回共販　1月 30日


